
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の音源に対して所定間隔に配置した
二つの集音マイクで上記複数の音源からの混合音をそれ
ぞれ取り込む集音手段と、
上記複数の音源となり得る物体を連続撮像する撮像手段
及び／又は上記複数の音源となり得る物体の方向を検知
する感知手段のいずれか、或いは両方と、
上記二つの集音マイクで集音した、複数の音源からの混
合音からなるそれぞれの音響情報の位相差及び強度差に
基づいて全ての音源方向を同定する音響処理手段と、
上記撮像手段により撮像された画像情報及び／又は上記
感知手段により検知した各々の物体の方向情報から、音
源となり得る各々の物体に関する方向を同定する画像処
理手段と、
方向フィルタと、

上記集音手段，撮像手段，感知手段，画像処理手段及び
音響処理手段を制御する制御手段とを備えており、
上記制御手段は、上記集音手段が集音した音響情報から
上記音響処理手段が概略音源方向を同定するように制御
し、この同定された概略音源方向の範囲内で上記画像処
理手段が音源となり得る各々の物体に関する方向を同定
するように制御し、又は、上記撮像手段により撮像され
た画像情報及び／又は上記感知手段により検知した各々
の物体の方向情報のみから画像処理手段が音源方向を同
定するように制御し、この同定された方向の所定角度範
囲内で上記音響処理手段が音源方向を同定するように制
御し、この同定された音源方向に対応する上記方向フィ
ルタを上記音響処理手段が選択するように制御してお
り、
上記複数の音源の隣接音源が近接している場合にも、全
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ての複数の音源方向を同定及び分離することを特徴とす
る音源同定・分離装置。
【請求項２】  前記画像処理手段は、前記音源となり得
る全ての物体に関する方向の同定を、物体の色、形状及
び高さのいずれか、或いは、物体の色、形状及び高さの
全てを基準として同定する機能を有することを特徴とす
る、請求項１に記載の音源同定・分離装置。
【請求項３】  前記音響処理手段は、前記画像処理手段
からの音源となり得る全ての物体に関する方向情報に基
づく所定の範囲内で、前記二つの集音マイクの混合音か
らなるそれぞれの音響情報の間の位相差及び強度差に基
づいて音源方向を全て同定する機能を有すること特徴と
する、請求項１又は２に記載の音源同定・分離装置。
【請求項４】  前記感知手段が前記音源となり得る物体
の磁気に基づいて検知することを特徴とする請求項１～
３のいずれかに記載の音源同定・分離装置。
【請求項５】  前記音源となり得る物体に磁気を帯びた
器材を設けたことを特徴とする、請求項１～４のいずれ
かに記載の音源同定・分離装置。
【請求項６】  複数の音源に対して所定間隔に配置した
二つの集音マイクで上記複数の音源からの混合音をそれ
ぞれ集音する第一の段階と、
第一の段階と同時に、撮像手段により上記複数の音源と
なり得る物体の連続撮像及び／又は感知手段により上記
複数の音源の方向検知を行なう第二の段階と、
第一の段階で集音した混合音の音響情報から、音響処理
手段により上記全ての複数の音源の各々の概略方向を上
記音響情報の位相差及び強度差に基づいて同定する第三
の段階と、
第三の段階で同定した概略方向の範囲内で、第二の段階
で撮像された画像及び／又は方向検知情報から、画像処
理手段により、全ての複数の音源となり得る物体に関す
る各々の方向を同定する第四の段階と、
第四の段階で同定した方向に関する所定角度範囲内で、
上記音響処理手段により上記全ての複数の音源の各々の
方向を上記音響情報の位相差及び強度差に基づいて同定
する第五の段階と、
第五の段階で同定した複数の音源の各々の方向に基づ
き、音響処理手段が方向フィルタを選定して、上記全て
の複数の音源を分離する第六の段階と、
第二の段階で撮像された画像及び／又は感知手段による
上記複数の音源の方向検知情報のみに基づき、画像処理
手段により全ての複数の音源となり得る物体に関する各
々の方向を同定し、この同定した方向に関する所定角度
範囲内で、上記音響処理手段により上記全ての複数の音
源の各々の方向を上記音響情報の位相差及び強度差に基
づいて同定し、この同定した複数の音源の各々の方向に
基づき、音響処理手段が方向フィルタを選定して、上記
全ての複数の音源を分離する第七の段階と、
第三の段階で同定した概略方向のみに基づき、音響処理

手段が方向フィルタを選定して、上記全ての複数の音源
を分離する第八の段階と、
を含んでいることを特徴とする、音源同定・分離方法。
【請求項７】  前記第四の段階における音源となり得る
物体に関する方向情報の同定は、物体の色、形状及び高
さのいずれか、或いは、物体の色、形状及び高さの全て
を基準として同定することを特徴とする、請求項６に記
載の音源同定・分離方法。
【請求項８】  前記方向検知を磁気に基づいて検知する
ことを特徴とする、請求項６又は７に記載の音源同・分
離定方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、複数の音源から
の画像情報と音響情報に基づいて、各音源を個別に同定
するための音源同定装置及び方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来、混合音における音声、楽音といっ
た特定の音について混合音から分離する方法の研究が行
われている。例えば入力音として音声を仮定する音声認
識システムが知られている。また画像処理自体に関し
て、対象物の抽出に色、形状、動きを特徴として仮定す
るシステムが知られている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、音認識
と画像処理を組み合わせた音認識システムはなく、また
音声を仮定する音認識システムでは、マイクロフォンが
口元にある時や他の音源が全く存在しない時にしか成立
しない。さらに複数の音源から調波構造を基に特定の音
響信号を分離するとともに音源方向を求めるものもある
が、音源方向の精度は±１０°であり、隣接音源が近接
している場合は音源の分離ができない。
【０００４】また音源の数と同じ数の集音マイクを使用
することにより、各集音マイクからの音響情報に基づい
て、音源の同定を行なう方法も提案されている。これは
音の強度と音源の位置を同定するものであるが、その周
波数情報は方位軸に沿って拡散してしまい、良質な音源
同定が困難である。さらにこのような方法では音源の認
識率を高めることは可能であるが、各音源がそれぞれ独
立していることと、音源の数だけ集音マイクが必要であ
ることから、コストが高くなる。
【０００５】この発明は、以上の点にかんがみて、音源
物体を特定し、その画像情報と音響情報とを用いて混合
音から各音を分離して、より高精度で複数の音源を同定
し得るようにした、音源同定装置及びその同定方法を提
供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に本発明の音源同定・分離装置は、複数の音源に対して
所定間隔に配置した二つの集音マイクで複数の音源から
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の混合音をそれぞれ取り込む集音手段と、複数の音源と
なり得る物体を連続撮像する撮像手段及び／又は上記複
数の音源となり得る物体の方向を検知する感知手段と、
上記二つの集音マイクで集音した、複数の音源からの混
合音からなるそれぞれの音響情報の位相差及び強度差に
基づいて全ての音源方向を同定する音響処理手段と、上
記撮像手段により撮像された画像情報及び／又は上記感
知手段により検知した各々の物体の方向情報から、音源
となり得る各々の物体に関する方向を同定する画像処理
手段と、方向フィルタと、上記集音手段，撮像手段，感
知手段，画像処理手段及び音響処理手段を制御する制御
手段とを備えており、上記制御手段は、上記集音手段が
集音した音響情報から上記音響処理手段が概略音源方向
を同定するように制御し、この同定された概略音源方向
の範囲内で上記画像処理手段が音源となり得る各々の物
体に関する方向を同定するように制御し、又は、上記撮
像手段により撮像された画像情報及び／又は上記感知手
段により検知した各々の物体の方向情報のみから画像処
理手段が音源方向を同定するように制御し、この同定さ
れた方向の所定角度範囲内で上記音響処理手段が音源方
向を同定するように制御し、この同定された音源方向に
対応する上記方向フィルタを上記音響処理手段が選択す
るように制御しており、上記複数の音源の隣接音源が近
接している場合にも、全ての複数の音源方向を同定及び
分離することを特徴とする。
【０００７】また、画像処理手段は、音源となり得る物
体に関する方向の同定を、物体の色、形状及び高さのい
ずれか、或いは、物体の色、形状及び高さの全てを基準
として同時に全て同定する機能を有することを特徴とす
る。
【０００８】また、音響処理手段は、画像処理手段から
の音源となり得る物体に関する方向情報に基づく所定の
範囲内で、二つの集音マイクの混合音からなるそれぞれ
の音響情報の間の位相差及び強度差に基づいて音源方向
を同時に全て同定する機能を有すること特徴とする。
【０００９】またさらに、感知手段が音源となり得る物
体の磁気に基づいて検知することを特徴とする。また、
音源となり得る物体に磁気を帯びた器材を設けたことを
特徴とする。
【００１０】この構成による本発明の音源同定・分離装
置によれば、複数の音源の隣接音源が近接している場合
にも、複数の音源からの混合音と連続撮像画像とから、
複数の音源方向を極めて短時間に全て同定及び分離でき
る。
【００１１】また、本発明の音源同定・分離方法によれ
ば、複数の音源に対して所定間隔に配置した二つの集音
マイクからなる集音手段により混合音を集音する第一の
段階と、第一の段階と同時に、撮像手段により上記複数
の音源となり得る物体の連続撮像及び／又は感知手段に
より上記複数の音源の方向検知を行なう第二の段階と、

第一の段階で集音した混合音の音響情報から、音響処理
手段により上記全ての複数の音源の各々の概略方向を音
響情報の位相差及び強度差に基づいて同定する第三の段
階と、第三の段階で同定した概略方向の範囲内で、第二
の段階で撮像された画像及び／又は方向検知情報から、
画像処理手段により全ての複数の音源となり得る物体に
関する各々の方向を音響情報の位相差及び強度差に基づ
いて同定する第四の段階と、第四の段階で同定した方向
に関する所定角度範囲内で、音響処理手段により全ての
複数の音源の各々の方向を音響情報の位相差及び強度差
に基づいて同定する第五の段階と、第五の段階で同定し
た複数の音源の各々の方向に基づき、音響処理手段が方
向フィルタを選定して、全ての複数の音源を分離する第
六の段階と、第二の段階で撮像された画像及び／又は感
知手段による複数の音源の方向検知情報のみに基づき、
画像処理手段により全ての複数の音源となり得る物体に
関する各々の方向を同定し、この同定した方向に関する
所定角度範囲内で、音響処理手段により全ての複数の音
源の各々の方向を音響情報の位相差及び強度差に基づい
て同定し、この同定した複数の音源の各々の方向に基づ
き、音響処理手段が方向フィルタを選定して、全ての複
数の音源を分離する第七の段階と、第三の段階で同定し
た概略方向のみに基づき、音響処理手段が方向フィルタ
を選定して、全ての複数の音源を分離する第八の段階
と、を含んでいることを特徴とする。
【００１２】さらに、第四の段階における音源となり得
る物体に関する方向情報の同定は、物体の色、形状及び
高さのいずれか、或いは、物体の色、形状及び高さの全
てを基準として同定することを特徴とする。また、方向
検知を磁気に基づいて検知することを特徴とする。
【００１３】上記方法によれば、隣接音源が近接してい
る場合にも、複数の音源からの混合音と連続撮像画像及
び／又は方向検知から、複数の音源方向を全て同定及び
分離できる。また、撮像手段によって得られた画像情報
及び方向検知情報のいずれか、或いは両方に基づいて、
例えばその色，形状，高さにより画像処理手段によって
選定された音源となり得る物体に関する位置情報を参考
にして音源の方向を絞り込んで、各周波数帯域の信号例
えば調波構造を基準として音源の位置を同定するので、
音源の位置の同定に関して全方向に関する音響情報の処
理が不要となり、より正確な音源の位置の同定を行なう
ことができると共に、処理情報量が少なくて済み、処理
時間を短縮することができる。また、第二の段階で撮像
された画像及び／又は感知手段による複数の音源の方向
検知情報のみに基づき、音源の位置を同定し、音源分離
することもできる。さらに、第三の段階で同定した概略
方向のみに基づき、音源分離することもできる。
【００１４】
【発明の実施の形態】以下、図面に示した実施形態に基
づいてこの発明を詳細に説明する。図１はこの発明によ
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る音源同定装置の一実施形態を示している。図１におい
て、音源同定装置１０は、集音手段１１と、撮像手段１
２と、画像処理手段１３と、音響処理手段１４と、制御
手段１５と、を含んでいる。
【００１５】上記集音手段１１は、複数の音源（例えば
三人の話者）に対して所定間隔Ｄ（図１参照）に配置し
た二つの集音マイク１１ａ，１１ｂで音を取り込んで処
理している。これらの集音マイクの配置は適宜決定し得
るが、図１に示した例では撮像手段１２の両側、すなわ
ち左右に設けられている。
【００１６】上記撮像手段１２は、例えばＣＣＤ（固体
撮像素子）カメラから構成されており、図２に示すよう
に、上記複数の音源（三人の話者Ａ，Ｂ，Ｃ）を含む画
像を連続撮像するものである。
【００１７】上記画像処理手段１３は、撮像手段１２に
より撮像された画像、例えば画像における色、形状又は
動きに基づいて、音源となり得る物体に関する位置情報
を選定するものである。なお、動きには振動なども含ま
れる。この場合、画像処理手段１３は、図３（Ｂ）に示
すように、撮像手段１２により撮像された画像につい
て、色（例えば人の肌の色）や高さ等に基づいて三人の
話者Ａ，Ｂ，Ｃについてそれぞれ枠Ａ１，Ｂ１，Ｃ１を
設定し、図３（Ｃ）に示すように、これらの枠Ａ１，Ｂ
１，Ｃ１の中心位置Ａ２，Ｂ２，Ｃ２（図３にてそれぞ
れ枠Ａ１，Ｂ１，Ｃ１内にて「＋」図示）の水平座標Ａ
３，Ｂ３，Ｃ３を音源となり得る物体に関する位置情報
として選定する。
【００１８】ここで、「音源となり得る物体」としたの
は、必ずしも画像認識のみでは音源か否か不明だからで
ある。なお、画像処理手段１３は、好ましくは画像処理
の簡略化のために、上述の画像処理の前に、後述するよ
うに音響処理手段１４で選定された各音源の概略方向Ａ
０，Ｂ０，Ｃ０（図３（Ａ）参照）が入力され、この概
略方向Ａ０，Ｂ０，Ｃ０に絞り込んだ状態にて、即ちこ
れらの概略方向Ａ０，Ｂ０，Ｃ０の範囲内で上記画像処
理を行なうことにより、音源となり得る物体に関する位
置情報Ａ３，Ｂ３，Ｃ３を選定する。
【００１９】上記音響処理手段１４は、集音手段１１の
マイクにより集音された、例えば音響情報と画像処理手
段１３により選定された位置情報Ａ３，Ｂ３，Ｃ３に基
づいて音源の位置を同定するものである。音源の位置の
同定は、音響情報に関しては左右の集音マイク１１ａ，
１１ｂの音響情報の間の位相差及び強度差に基づいて行
なわれる。これは、図４に示すように、一つの音源から
の音響情報は、その音源の方向θ（θは、正面を０度と
し、左にマイナス、右にプラスとする。）に対応して、
左右の集音マイク１１ａ，１１ｂから音源までの距離が
ｄ（ｄ＝Ｄ・ｓｉｎθ）だけ異なることに起因して、集
音マイク１１ａ，１１ｂに達する音の位相が異なると共
に、距離差ｄによる減衰により強度差が異なることを利

用している。
【００２０】なお、ここでは、音源の位置が不明である
ことから、音響処理手段１４は、－９０度≦θ≦＋９０
度の全角度範囲に亘って上記処理を行なう。この場合、
処理作業の軽減のために、例えばθに関して一定間隔、
例えば５度間隔で処理を行なうようにしてもよい。
【００２１】音響処理手段１４は、先ず集音手段１１か
らの左右の音響情報に基づいて、音源の概略方向Ａ０，
Ｂ０，Ｃ０を選定する。これは、従来行なわれている音
源同定（特開平９－３３３３０号公報参照）と同じであ
って、±１０度程度の精度である。そして、音響処理手
段１４は、この概略方向Ａ０，Ｂ０，Ｃ０を画像処理手
段１３に出力する。
【００２２】さらに、音響処理手段１４は、画像処理手
段１３から入力される位置情報Ａ３，Ｂ３，Ｃ３を参照
して、これらの位置情報Ａ３，Ｂ３，Ｃ３の範囲内に絞
り込んだ状態で、即ちこれらの位置情報Ａ３，Ｂ３，Ｃ
３の近傍にて、再び音響情報に基づいて音源の位置を同
定する。
【００２３】この場合、音響処理手段１４は、各音源
Ａ，Ｂ，Ｃに関してそれぞれ適宜の所謂方向フィルタを
選択することにより音源の位置を同定する。ここで、方
向フィルタは、図５に示すように、特定時刻ｔ０の音響
情報のみを取り出すために作成され、音源の方向に対す
る対照表として制御手段１５内の補助記憶手段（図示せ
ず）内に記憶されており、画像処理手段１３からの位置
情報Ａ３，Ｂ３，Ｃ３に基づいて、音響処理手段１４が
適宜の方向フィルタを選択して、上記補助記憶手段から
読み出す。
【００２４】これにより、図６に示すように一つの方向
θに関して、ある時刻ｔ１における右側の音響情報に対
して、位相差による遅延時間Δｔ後の時刻ｔ２（ｔ２＝
ｔ１＋Δｔ）における左側の音響情報を取り出すことに
より、音源から同時に発して各集音マイク１１ａ，１１
ｂにより集音された音響情報を取得する。なお、Δｔは
負の場合もあり得る。このようにして、ある程度正確な
方向情報を持った各音源Ａ，Ｂ，Ｃについて、音響処理
手段１４が方向フィルタを選択することにより、図７に
示すように、混合音からそれぞれの音響情報を得ること
ができる。なお、ここでは、音響処理手段１４は、位置
情報Ａ３，Ｂ３，Ｃ３により音源の方向がある程度絞り
込まれているので、θの全角度範囲（－９０度≦θ≦＋
９０度）について処理を行なう必要はなく、位置情報Ａ
３，Ｂ３，Ｃ３に関して所定の角度範囲で処理を行なえ
ばよい。
【００２５】上記制御手段１５は、例えばコンピュータ
等から構成されており、上記集音手段１１，撮像手段１
２，画像処理手段１３及び音響処理手段１４を制御する
と共に、上述したように前以て設定された方向フィルタ
が補助記憶手段（図示せず）に記憶されている。
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【００２６】本発明実施形態による音源同定装置１０は
以上のように構成されており、図８に示すフローチャー
トに従って、以下に説明するように動作する。即ち、図
８において、先ずステップＳＴ１にて、制御手段１５が
集音手段１１を制御することにより、集音手段１１の各
集音マイク１１ａ，１１ｂで、音源Ａ，Ｂ，Ｃからの音
を集音すると同時に、ステップＳＴ２にて、制御手段１
５が撮像手段１２を制御することにより、音源の画像を
連続的に撮像する。
【００２７】次に、ステップＳＴ３にて、制御手段１５
が音響処理手段１４を制御することにより、音響処理手
段１４が、集音手段１１じ得た二つの同じ音源の同じ音
の位相差及び強度差の音響情報に基づいて、音源の概略
方向Ａ０，Ｂ０，Ｃ０（図３（Ａ）参照）を選定する。
このとき位相差のある全ての調波構造を調べ、大体の音
源分離を行っている。なお、任意に分割した各周波数帯
域の信号の一例として調波構造を基準とした。
【００２８】続いて、ステップＳＴ４にて、制御手段１
５が画像処理手段１３を制御することにより、画像処理
手段１３が、撮像手段１２から撮像画面に基づいて音響
処理手段１４からの概略方向の範囲内で、画像の色，形
状等により音源となり得る物体に関する位置情報Ａ３，
Ｂ３，Ｃ３（図３（Ｃ）参照）を選定する。
【００２９】その後、ステップＳＴ５にて、制御手段１
５が音響処理手段１４を制御することにより、音響処理
手段１４が、集音手段からの音響情報に基づいて画像処
理手段１４からの位置情報Ａ３，Ｂ３，Ｃ３に関して所
定角度範囲内にて、音源Ａ，Ｂ，Ｃの位置を同定する。
【００３０】最後にステップＳＴ６にて、音響処理手段
１４が方向フィルタを選択し、同じ音源の同じ音の時間
遅れを含んだ音響情報だけを取り出す。
【００３１】このようにして、本発明実施形態による音
源同定装置１０によれば、音響処理手段１４が、集音手
段１１からの音響情報だけでなく、撮像手段１２により
撮像された画像に基づいて、画像処理手段１３により音
源となり得る物体の位置情報Ａ３，Ｂ３，Ｃ３を参照し
ながら、音源の位置を同定するので、従来の集音手段１
１からの音響情報だけの場合には±１０度前後の精度で
あったのに対して、本発明実施形態による音源同定装置
１０によれば、より正確に音源の位置を同定することが
できる。また予め大体の音源分離をした音源情報を画像
情報から得られた方向情報を基に分離しているので、近
接する音源であっても音源同定が確実にできる。
【００３２】具体的には、撮像手段１２により、音源で
ある三人の話者の連続撮像を行なった場合、例えば図９
に示すような画像が得られる。なお、図９は連続撮像さ
れた画像のうち、７，５１，７８及び１５８番目のフレ
ームを示している。ここで、各話者の正確な顔の位置
は、図１０（Ａ）に示すようになっている。これにより
各話者は、θが－３０度，０度及び＋２０度付近に位置

していることが明らかである。
【００３３】これに対して、画像処理手段１３が色のみ
を基準として画像処理を行なって音源となり得る物体の
位置を選定した場合、図１０（Ｂ）のグラフに示すよう
に、撮像画面中の種々の物体をも音源となり得る物体と
して誤認しているが、色及び高さを基準として画像処理
を行なった場合には、図１０（Ｃ）のグラフに示すよう
に誤認が減少している。
【００３４】また、画像処理手段１３が、音響処理手段
１４からの概略方向Ａ０，Ｂ０，Ｃ０を参照して、色を
基準として画像処理を行なった場合には、図１０（Ｄ）
のグラフに示すようにより一層誤認が減少している。
【００３５】さらに、画像処理手段１３が、音響処理手
段１４からの概略方向Ａ０，Ｂ０，Ｃ０を参照して、色
及び高さを基準として画像処理を行なった場合には、図
１０（Ｅ）のグラフに示すように、図１０（Ａ）に示し
た正確な顔の位置と比較して遜色のない、すなわち、か
なり正確な音源の位置情報が選択され得ることが明白で
ある。
【００３６】なお、上述した実施形態においては、画像
処理手段１３は、撮像した連続画像に基づいて、音源と
なり得る物体の枠Ａ１，Ｂ１，Ｃ１の中心位置Ａ２，Ｂ
２，Ｃ２の水平座標Ａ３，Ｂ３，Ｃ３を音源となり得る
物体に関する位置情報としているが、水平垂直座標を音
源となり得る物体に関する位置情報としてもよい。ま
た、上述した実施形態においては、画像処理手段１３
は、撮像した連続画像に基づいて、色や形状（例えば高
さ）等を基準として音源となり得る物体の位置情報を選
定するようになっている。さらに、上述した実施形態に
おいては、画像処理手段１３は音響処理手段１４からの
概略方向Ａ０，Ｂ０，Ｃ０を参考にして画像処理を行な
っているが、これに限らず、撮像手段１２からの画像情
報のみにより、音源となり得る物体の位置情報を選定す
るようにしてもよい。
【００３７】音源の方向を検知する場合、音源のそれぞ
れに磁気を帯びた器材のアクティブバッジなどを装着
し、感知手段である磁気検知装置を用いて磁気を発する
方向を選定してもよい。これを音響処理手段にフィード
バックし、音響処理手段はこの磁気検知装置から得られ
た方向を用いて方向フィルターを作成し、音源を分離す
るようにしてもよい。さらに音源が例えば人の場合、熱
線を発しているので赤外線センサにより音源の方向を検
知するようにしてもよい。
【００３８】
【発明の効果】以上述べたように、この発明によれば、
音響情報に基づいて音源を同定する際に、画像情報と方
向検知情報とに基づいて、音源となり得る物体に関する
位置情報を参考にして音源の方向を絞り込んでいるの
で、音源の同定に関して全方向に関する音響情報の処理
が不要となり、より正確な音源の同定を行なうことがで
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きると共に、処理情報量が少なくて済み、処理時間を短
縮することができる。これにより、この発明によれば、
二本のマイクロフォンで高精度で複数の音源を同定し得
るようにした極めて優れた音源同定装置及び方法が提供
される。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明による音源同定装置の一実施形態の構
成を示す概略図である。
【図２】図１の音源同定装置における撮像手段による撮
像画面の一例を示す概略図である。
【図３】図１の音源同定装置における撮像画面に対する
説明図であり、（Ａ）は音響処理手段による概略方向Ａ
０，Ｂ０，Ｃ０を、また、（Ｂ）は画像処理手段による
枠Ａ１，Ｂ１，Ｃ１を、さらに、（Ｃ）は画像処理手段
による音源となり得る物体の位置情報Ａ３，Ｂ３，Ｃ３
を、それぞれ示している。
【図４】図１の音源同定装置における集音手段の二つの
集音マイクと音源との距離差を示す説明図である。
【図５】図１の音源同定装置における音響処理手段での
方向フィルタの作用を示すグラフである。
【図６】図１の音源同定装置における音響処理手段での

同一音源からの二つの音響情報の取出しを示すグラフで
ある。
【図７】図１の音源同定装置における音響処理手段での
方向フィルタによる各音源からの音響情報の取出しを示
す説明図である。
【図８】図１の音源同定装置における動作方法を示すフ
ローチャートである。
【図９】図１の音源同定装置における撮像手段による連
続撮像画面の一部を示す図である。
【図１０】図１の音源同定装置における画像処理手段に
よる種々の基準での音源となり得る物体の位置情報を示
すグラフである。
【符号の説明】
１０    音源同定装置
１１    集音手段
１１ａ，１１ｂ    集音マイク
１２    撮像手段
１３    画像処理手段
１４    音響処理手段
１５    制御手段

【図１】 【図２】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図３】 【図７】 【図９】
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【図８】
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【図１０】
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